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巻 頭 言

言葉としての数理

Mathematics as a Language

速水 謙

Ken Hayalni

ガリレオ・ガリレイは「自然 という書物は数学という言葉で書かれている」と言ったとされ

るが,今やあ りとあらゆる分野の現象は数理の言葉なくして語れなくなっている.言葉として

の数理の一つの強みは,現象としては異なっていても数理的には同じ構造をもつことがあると

いうことだろう.当学会は,現象のモデリングも含めて,言葉としての数理についての学会と

言えるかもしれない.

拙文が掲載されるころには第 10回 国際応用数理会議 (10th lntcrnational Congress on

lndustrial and Apphed Mathematics:ICIAN1 2023 Tokyo)が 開催されているだろう.

そこでは,国境,分野,産学,等の境を越えて応用数理に関する活発な交流が行われること

だろう.そ こでも,数理はあ りとあらゆる境を越えて交流する言葉 となるだろう.当 学会が ,

1987年 にパリで開催された第 1回 の ICIAMに参加 して刺激を受けた方々によって 1990年

に創立されたのも偶然ではない.

小生は当学会創立当時は企業の研究者であった.数理という言葉が企業における様々な局

面で役に立っているのを感 じ,当学会で数理 とその応用が自由に語 られているのに接 し,水 を

得た魚のように覚えたものである.

以来三十余年,当学会での活動を楽しんできた.そ の活動を通して感 じるのは,こ の学会が

数理 という言葉を用いて交流することを心から楽しみ,夢中になり,そ の場としての当学会を

愛する人びとによって構成され,支えられているということである.

このたび,図 らずも会長を拝命 しましたが,そ のような場 としての当学会のますますの発展

のために皆様 とともにつとめたい.特に.当学会の中にあっても多岐にわたる研究分野間,産

学問,異なる世代の研究者間の交流,関連学会との交流,ICIAMで の交流もきっかけとして

国際的な交流がよリー層活発になることを期待 したい .

一方で,一会員としても,数理の言葉を通しての交流を楽 しみ続けたい.

(は やみ けん.国立情報学研究所名誉教授 )
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